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な
ぜ
ガ
1

ナ
は
途
上
固
な
の

だ
ろ
う
か。
ま
ず
第一
に
考
え

ら
れ
る
こ
と
は 、
国
の
基
盤
が

出
来
て
い
な
い。
国
民
が
生
き

て
ゆ
く
の
に
不
可
欠
な
食
紐
が

十
分
で
な
く 、
ガ
1

ナ
人
は 、

い
つ
も
空
腹
（
食
料仙〉
に
飢
え

て
い
る。
「
服
が
へ
つ
て
は
戦

は
で
き
ぬ」
の
た
と
え
ど
お
り

こ
れ
で
は 、
満
足
な
仕
事 、
労

働
が
で
き
る
は
ず
が
な
い。

次
に 、
国
の
リ
ー

ダ
ー 、

指

導
者
が
い
な
い。
あ
い
つ
ぐ
グ

l

デ
タ
ー

や 、
政
変
で 、
国
民

は 、
ガ
l

ナ
国
に
失
望
し 、
し

ら
け 、
あ
き
ら
め 、

希
一

自
分
た
ち
の
国
と

i

－

 

U

L
…

い
う
愛
国
心
を
の

削

材
…

ぞ
む
す
べ
も
な
い。

日

を
…

国
を
発
展
さ
せ

一

設

日

第
。
建
う…

る
に
は
外
貨
取
得

の
る
園
恵

月
れ
和
仁…

が
必
要
条
件
で
あ

4
わ
共
だ…

る
が 、
ガ
l

ナ
の

’
行
ナ
場・

場
が
一
広一

場
合 、
コ
コ
ア
ゐ、

広

ド

ガ

た
一

ー

立
一
生
つ一

木
材
な
ど
の
第一

時
ル
鰍
内…

次
産
業
に
た
ょ
っ

ナ
や
年
夢…

て
い
る
た
め 、
天

一

典

数

と
・

ガ
式
初
道一

侯
や 、
相
場
に
左

今
年 、
三
月
二
十
五
日 、
私

勉

途
上
国
と
は

に）

佐藤西町

右
さ
れ 、
外
貨
の
安
定
収
入
が

な
い。国

民
の
統一
が
な
っ
て
い
な

い。
ガ
1

ナ
に
は 、
た
く
さ
ん

の
部
族
が
あ
り 、
各
部
族
に
よ

っ
て
言
築
や 、
生
活
風
習
が
ま

っ
た
く
相
違
し 、
今
な
お
部
族

聞
の
争
い
が
あ
る。

最

近

の

ガ

l

ナ

ガ
l

ナ
か
ら
届
く
便
り
に
よ

る
と 、
今
年
は 、
雨
に
恵
ま
れ

た
の
で
ガ
l

ナ
人
の
主
食
で
あ

る
ト

ウ
キ
ビ
は
豊
作
と
の
ζ

と 。
ま
た 、
と
な
り
の
固
と
の

国
境
も
閲
か
れ 、
物
資
も
糊
さ

れ
て
い
る
様
子。
し
か
し
い
ぜ

ん
と
し
て 、
イ
ン
フ
レ
は
天
井

知
ら
ず。
夜
間
外
出
禁
止
令
は

解
除
に
な
っ
て
い
な
い
し 、
電

力
も一
日
三
時
間
だ
け
の
生
活

ら
し
い。

下
を
見
れ
ば
き
り
が
な
い
が

物
資
が
あ
る
だ
け 、
最
近 、
マ

ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
し
て
い
る。

東
ア
フ
リ
カ
諸
国
よ
り 、
ガ
ー

ナ
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
う 。

さ

ら

ば

ガ

l

ナ

は
二
年
聞
の
任
期
を
終
え 、
ガ

l

ナ
の
空
港
に
い
た。
自
分
が

こ
の
二
年
間
に
お
世
話
に
な
っ

た
か
た
が
た
の
見
送
り
を
う
け

た。訓
練
局
長
の
顔 、
昨
年
来
日

し
た
ノ
1

ガ
ン
の
顔 、
と
な
り

の
養
鶏
場
の
お
や
じ
の
顔・・・ 。

二
年
間 、
ガ
｜

ナ
で
自
分
は

何
を
や
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う

か。
自
分
が
来
た
こ
と
で 、
何

か
ガ
l

ナ
人
に
と
っ
て
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
だ
ろ
う
か。

ガ
1

ナ
で
の
生
活
は 、
ま
た

た
く
ま
に
過
ぎ
去
っ
た。
そ
し

て
自
分
に
耐
え
る
と
と
を
教
え

て
く
れ
た。
パ
イ
ク
に
ガ
ソ
リ

ン
を
つ
め
る
の
に
炎
天
下 、
悶

t
五
時
間
待
ち 、
パ
ス
に
乗
る

の
に
も
五
l

六
時
間
待
ち；：：

思
い
出
は
っ
き
な
い。

名
も
知
ら
ぬ
ガ
l

ナ
で 、
無

事
に
生
活
で
き
た
の
は 、
ガ
ー

ナ
人
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ。
彼
ら
の
少
な
い
食
絹
を 、

私
に
わ
け
て
く
れ
た
り 、

何
事

も 、
私
た
ち
を
優
先
さ
せ
て
く

れ
た
り・・・・・・

生
活
は
厳
し
く
と

も 、
希
望
を
持
っ
て
生
き
て
ほ

、

し
い。
あ
り
が
と
う 、
ガ
l

ナ

＼

1

111：4
i11
1
i ・
＼

人 。任
期
中 、
御
支
援
い
た
だ
い

た
か
た
が
た
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た。ガ

l
ナ
の
に
お
い

ガ
1

ナ
の
に
お
い。
そ
れ
は

生
活
の
に
お
い。
朝
夕
の
す

み 、
ま
き
の
け
む
り
の
に
お

い 。
家
畜
の
フ
ン
の
に
お
い 。

パ
パ
イ
ャ 、
マ
ン
プ
の
に
お

、
。ガ

l
ナ
の
音

そ
れ
は
自
然
の
音

野
鳥
の
鳴
き
声

は
げ
し
く
ト
タ
ン
を
打
つ

ス
コ
ー

ル
と
雷
の
音

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
き
こ

え
て
く
る 、
タ
イ
コ
の
音。

ガ
l
ナ
の
色

そ
れ
は
生
命
の
色

黒
い
は
だ 、
す
ん
だ
黒
い
随

す
み
き
っ
た
青
空

天
日
ぃ 、
や
し
の
み
ど
り

美
し
い
原
色
の
花
の
色
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臼

年

8

月

1
日
l
8
日
幻
自
届
出

＊
出

生

区

名

立

木

古

銭
平

出
生
省
氏

名

父

名

阿
部
奈
津
美
政
良

消
野

彩

直
治

佐
緩
瑞
歩

幸
作

健
康
に

つ
と
め
ま
す

AH
長
岡
真
奈
美
さ
ん（
木
部
三）

西
舟
波

太
郎
一

前
回
沢

中

沢

大
谷
山

大
谷
ニ

夏

草

夏

草

酉

町

本

町

続
柄

長女二女三女

古松区

鈴
木

正
彦

正
志

長
岡
哲
朗

茂

鈴
木
朔
土

修

郷

美
賀
子
百三ハ

阿
部
雄

二

孝

大
谷
克
武

良
勝

阿
部
門糾
司

武
司

海
野
裕
明

和
義

佐
藤
岡附惜一六

五
郎

鈴
木
苑
介

兼
光

＊ 
死

亡

依程

名

死
亡
者
氏

名

年

総
世
帯
主

阿
部

兵
松
田

政
之
助

阿
部
と
み
ゑ
∞∞

秀

夫

今

年

の
春
に
め
で
た
く
成
人
式

を
迎
え 、
大
人
の
世
界
に
羽
ば
た

い
た
彼女

・

と
の
瓦
の
休
み
の
自
に
は
海
や

ブ
ー

ル
に
出
か
け 、
ま
っ
尽
に
な

り
ま
し
た 。
勤
め
先
も
ぴ
っ
た
り

の
ス
ポ
ー

ツ
館
寒
河
江
な
の
で
す 。

「
健
康
は
無
理
を
し
な
い
で
ゆ

っ
く
り
と
極
限
を
と
っ
て 、
お
も

い
っ
き
り
巡
動
す
る
ζ
と
が一
番

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か」

崎臨
味
は
小
さ
な
お
も
ち
ゃ
の
パ

ト
カ
ー

集
め 。
彼女
の
ハ
i
ト

を

射
止
め
る
に
は 、
お
も
ち
ゃ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト

が
よ
ろ
し
い
よ
う
で 。

食
欲
の
秋
が
ち
ょ
っ
と
心
配
な

健
康
ギ
ャ

ル
で
す 。

ハ
広
報
委
員・
長
岡
裕
二〉

長長長長長二三二二長
男女男�男男女男努男

能

中

常

盤

終

中

元

町

西

町

新

宿

本

町

大
谷
ニ

伊
藤

せ
つ
市

長
岡
ふ
み
の
乃

芯
総
い
ち
叩

鈴
木

材向
治
ω

高

橋健
太
郎
行

今
井
ま
さ
よ
沌

鈴
木
守
め
よ
幻

自
問
と
め
代
科

甲彦正 高図誠主主
子 久
虫自治仁 詩t治 一 雄

＊ 
結

婚

舟

波

五
十
嵐
忠

． 

図
書
基
金
な
ど

混
か
い
善
意

と
の
ほ
ど
次
の
か
た
が
た
か
ら 、

溢
か
い
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た 。

マ
側
朝
日
ピ
エ
｜

ル
工
場
ハ
途
藤
俊

時
社
長〉
H

北
部
地
区
高
飴
者
ゲ

ー
ト

ポ
ー

ル
大
会
に
ト
ロ
フ
ィ
ー

三
倒

マ
兼
子
成一
さ
んハ
友
沢〉
H

宮
小
巡

動
会
優
勝
カ
ッ

プハ
四
万
六
千
円〉

マ
小
関

長
寿
ハ
西
船
渡〉
H

西
小
へ

交
通
安
全
体仙
三
十
本

マ
佐
野
カ
さ
ん
ハ
大
町〉

、
渡
辺
淳

さ
ん
（
送
橋）

、
消
・釣
定

男
さ
ん

ハ
古
都〉
H

送
機
小
へ
ふ
る
さ
と

の
鎗
ハ
五
万
円）

マ
阿
部
宗一
郎
さ
ん
（
常
盤）
H

立

木
小
へ
凶

書基金
十
万
円

マ
阿
部
徳

二
郎
さ
ん
ハ
東
京
在
住〉

H
町
広
報
活
動
の
た
め
に
一

万
円

内ω

＠
器
包
由民
Ag
g
闇

9
月
幻
日
j
初
日

九

月

ニ
ヤ一
日
ハ
金〉
か
ら
三
十

日
〈
日〉
ま
で
の
十
日
間 、
「
安
全

は一
人
ひ
と
り
の
心
が
け」
を
ス
ロ

ー
ガ
ソ
に 、
秋
の
交
通
安
全
県
民
運

動
が
行
わ
れ
ま
す 。

巡
動
の
重
点
は

①
歩
行
者
及
び
自
転
車
利
用
者
の
交

通
事
故
防
止

＠
ニ
総
事
の
変
通
事
故
防
止

③
シ
1
ト

ベ
ル
ト

活
用
の
推
進

－
編
集
室
か
ら

広
級
九

月

号
を
お
届
け
し
ま
す 。

今

月

は 、
生
涯
常
習
に
つ
い
て
み
ん

な
で
考
え
て
み
ま
し
た ・
世
界一
の

長
寿
を
誇
る
わ
が
闘
で
す
が 、
生
涯

を
通
し
て
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た

必
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に 、
み
ん
な

で
努
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す 。

さ
て 、
本
格
的
な
秋
の
到
来
で

す 。
読
書
に 、
ス
ポ
ー

ツ
に 、
組
味

に
打
、ら
込
む
最
良
の
季
節
で
す 。
と

の
際
一

人一
芸 、
一
ス
ポ
ー

ツ
を
身

に
つ
け
て
み
玄
せ
ん
か 。

酬

hEF

ζ
と
し
の
耳
は 、
連

川

坦姐
日一一
δ
度
を
超
す
真
夏

川

昌国国
日
が
約一
カ

月

も
続
い

川

町配圃
た 。
六

年

振
り 、
ま
た

州

問

圃闘
は
七

年

振
り
の
猛
暑
と

川

園掴・固
い
わ
れ
た 。

川

a・
入

月

を
は 、
例
に

剛
よ
っ
て
民
放
の
大
移
動 。
一阜 、
汽

州
議 、
飛
行
機
に
乗
っ
て 、
ふ
る
さ
と

棚
へ 、
お
ふ
く
ろ
の
も
と
へ
と

l｜

酬
朝
日
町
の
人
口
も一
万
四 、
五
千

酬
人
に
膨
張
し
た
こ
と
だ
ろ
5 ．
激

伽

いhw
だ

酬
流
の
筏
下
り 、
mm
流
ま
つ
り 、
ダ

州
ム
祭
り 、
師同
然
り
等
荷 、
ふ
る
さ

酬
と
の
再
認
浪 、
ひ
と
び
と
と
の
心

酬
の
ふ
れ
合
い 。
た
い
へ
ん
け
っ
こ

酬
う
な
こ
と
で
あ
っ
た 。
そ
れ
に
し

川
て
も
お
母
さ
ん
が
た
や
お
嫁
さ
ん

川
が
た
の
炊
事
万
端
の
お
世

話｜｜

剛
た
だ
た
だ
感
謝
の
ほ
か
は
な
い 。

川

水
と
緑
と
す
み
き
っ
た
空
気 、

川
満
天
に
鱒
く
星
空
l

帰
省
客
は 、

剛
一
斉
に
ふ
る
さ
と
を
賀
美
す
る 。

剛

そ
れ
に
も
ま
し
て 、
帰
省
し
た

山
子
ど
も
た
ち
の
自
に
ふ
れ
た 、
せ

叫
せ
ら
ぎ
に
躍
る
銀
銭 、
せ
み 、

．ハ

川
ツ

夕 、
か
ぶ
と
虫
等
と
の
出
合
い 。

川
何
に
も
か
え
緩
い
自
然
学
習
で
あ

州
り 、
ふ
る
さ
と
発
見
だ
っ
た
ろ

州
、フ 。

刷

時
ま
さ
に
仲
秋

名
月

、
農
民
は

川
ね
じ
り
鉢
巻
キ
リ
キ
リ
と
し
め

剛
て 、
生
産
に
収
拙仰
に
精
進
し
ょ

州
う 。

（
串草
月
記〉
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